
 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．将来像に関して 

第２次総合計画（案） 

地域の個性を活かしたまちづくり 

パートナーシップで進めるまちづくり 

小さくても住民サービスが行き届いたまちづくり 

基本目標 

将来像 

水と人が奏でるハーモニーのまち 

まちづくりの柱 

①人と人、人と自然のふれあいのまち 

②みんなで支え合う共生のまち 

③いきいきと活力に満ちたまち 

次の時代へ続く、いつまでも住み続けられるまち 

まちづくりの柱 

①地域の資源を活かした住みやすいまちづくり 

②からだとこころを育むまちづくり 

③豊かな活力と交流のまちづくり 

まちづくりのテーマ 

第１次総合計画 

１．第２次総合計画（基本構想）の視点 

【４つの基本目標】 

 ①地方における安定した雇用を創出する 

 ②地方への新しいひとの流れをつくる 

 ③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 ④時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るととも

に、地域と地域を連携する 

まち・ひと・しごと総合戦略（H28.2） 

町民アンケート調査（H30.9）（抜粋） 

○雇用機会創出や働く場の確保が望まれています。 

○買い物や交通が不便という声が多く、公共交通の改善が望

まれています。 

○若年世代の転居意向が高く、子育て支援などの対応が必要

となっています。 

○老後の生活を不安に挙げる声もあり、高齢者福祉や介護の

対策が必要となっています。 

○自然の豊かさを誇りに持つ町民が非常に多く、災害の少な

さを評価する人も多くいます。 

◆人口減少と少子高齢化への対応 

・人口減少を見据えた、高齢者福祉や子育て支援などの充実

と定住・交流人口の拡大 

◆産業の活性化と雇用状況への対応 

・地場産業の活性化や企業の立地により、就業の場の確保 

◆安心・安全のまちづくり 

・災害リスクへの不安視、地域による防災力や福祉力などの

強化 

◆豊かな自然環境の保全・活用 

・豊かな自然や田園環境の保全、農林業等の振興、循環型社

会の形成 

◆ICT 技術の進展 

・近年発展が著しい情報技術の積極的な活用 

 

町を取り巻く社会状況と課題（主なもの） 
人口減少は地域の活力低下、

コミュニティの喪失につなが

ります。宝達志水町が有する

宝、貴重な資源（人や自然、

文化など）を、途切れること

なく、これからも継承してい

くことが必要です。 

※宝達志水町の将来を見据え、これからも自然や文化の継承や、コ

ミュニティや人のつながりを維持していくことをイメージしたテ

ーマを設定します。 

※左記の町の状況やアンケート結果や総合戦略などを踏まえ、３つ

のまちづくりの柱を設定します。 

全体の方向性 

「にぎわい・活力」 

地域の活力の創出と、交流の

促進などにより、力強い、に

ぎわいのある地域づくりを進

めます。 

町に住む人が、みな健康で幸

せになれるように、また健や

かに成長できるように、特に

次世代を担う若者の成長を充

実させていきます。 

「健やか・育み」 

「定住、住みやすさ」 

人口減少を抑制し、今後も住

み続けることができる地域づ

くりを進めます。 

若者向けアンケート調査（H31.1）（抜粋） 

○確実に転出を希望する人は１～２割であり、住み続けたい

という意見が多い。 

○祭り・伝統行事、観光への関心が高い。 

○．基本構想の見直しのポイント 資料４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育の充実1

青少年の健全育成２

生涯学習の充実３

生涯スポーツの推進４

教育・文化・スポーツの充実

保健・医療・福祉の充実

生活環境の整備

子育て支援

1 健康づくりの推進

２ 医療・救急体制の充実

３ 高齢者福祉の充実

４ 障がい者（児）福祉の充実

５

住宅や宅地の供給1

公共交通の利便性向上２

自然環境の保全３

衛生環境の充実４

防災・消防体制の充実５

防犯・交通安全対策の充実６

行政運営の効率化1

民間活力の活用２

定員管理の適正化３

給与の適正化４

経費削減などによる財政の健全化５

行財政改革の積極的な推進

都市基盤の整備

公共空間の整備・利活用1

道路網の整備２

上下水道の整備３

情報・通信基盤の整備４

産業の振興

農林水産業の振興1

工業の振興２

商業の振興３

観光の振興４

新たな雇用機会の創出５

一体的な地域づくりの推進1

町内外の連携促進２

ボランティア活動などの支援３

男女共同参画社会の確立４

総合的なまちづくりの推進

歴史・文化遺産の継承５

他市町との文化交流の推進６

国際交流の推進７

公営企業及び公社の経営健全化６

電子自治体の推進７

第１次総合計画 第２次総合計画（案） 

→定住人口の増加を重視 

→子育て・若者層への支援を重視 

→就業の場の確保を重視 

→交流人口の増加を重視 
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３．施策の大綱に関して 

→産業や交流をサポート 

持続可能な行政運営の推進1

財政健全化の推進２

公営企業の経営健全化３

健全な行財政改革の推進

地域力を磨くまちづくりの推進

町内外の交流の促進1

歴史・文化遺産の継承２

自助・共助・公助の連携３

男女共同参画社会の確立４

国際交流・多文化理解の推進５

都市基盤の整備

戦略的な土地利用の推進1

良質な生活基盤の充実２

情報・通信基盤の整備３

生活環境の整備

定住の促進1

交通ネットワークの利便性向上２

環境への取組み３

防災・消防減災体制の充実４

防犯・交通安全対策の充実５

健康・医療・福祉の充実

子育てサポートの充実1

健康づくりの推進２

医療体制の充実３

高齢者福祉の充実４

障害者（児）福祉の充実５

学校教育の充実1

青少年の健全育成２

生涯学習の充実３

生涯スポーツ活動の推進４

教育・文化・スポーツの充実

産業の振興
商業の振興

工業の振興

２

観光の振興

３

４

農林水産業の振興1


